
やさしい日本語で発信！

～全国各地に広がる「やさしい日本語」の

取組から考える日本語教育人材にできること～

【報告者】

水野 義道 氏

栗又 由利子 氏

岩田 一成 氏

文化庁 令和元年度 日本語教育大会・京都大会

日本語教育テーマ別実践報告会 第２分科会

【コメンテーター】

ハッカライネン・ニーナ氏

【進 行】

土井 佳彦 氏

13：30〜 趣旨説明・報告者紹介

13：40〜 実践報告

14：25〜 パネル・ディスカッション

15：20〜 フロアとの質疑応答

15：30 終了

プログラム



いろいろな やさしい日本語

実践報告

みずの よしみち

くりまた ゆりこ

いわた かずなり

報告１ 災害時の外国人のための「やさしい日本語」

水野 義道 氏（京都工芸繊維大学 名誉教授）

報告２ 日本語教育専門機関の取組から「日本語教師は
何ができるか」文化庁委託事業を通して考えたこと

栗又 由利子 氏（株式会社きぼう国際外語学院 主任講師）

報告３ 「やさしい日本語」への書き換えの現場を通して
〜言葉の専門家は、何ができる？〜

岩田 一成 氏（聖心女子大学 准教授）

コメント ハッカライネン・ニーナ 氏

（外国人女性の会パルヨンの代表理事）


